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一 般 質 問 一 般 質 問

子
育
て
・
教
育

福
祉
・
医
療

地
域
農
業
に
関
し
て

遊
休
農
地
の
今
後
の

活
用
つ
い
て
は
。

市
民
農
園
の
活
用
と
と
も

に
、
農
家
組
合
、
営
農
団
体
、
Ｊ

Ａ
と
も
協
議
し
な
が
ら
活
用
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

大
井
武
蔵
野
の
砂
ほ
こ
り

対
策

大
井
武
蔵
野
地

区
の
砂
ほ
こ
り
対
策
を
。

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
緑
肥

作
物
の
作
付
を
推
進
し
、
小
麦
の

種
の
無
料
配
布
量
を
毎
年
増
や
し

対
応
し
て
い
ま
す
。

﹁
ふ
じ
み
ん
﹂
の
活
用
と

周
知
に
関
し
て

軽
自
動
車
な
ど
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
利
用
し
た
周

知
を
検
討
し
て
み
て
は
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
活
用

し
た
周
知
に
つ
い
て
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観
光
振
興
に

と
っ
て
有
効
な
手
段
だ
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
、
活
用
す
る

方
向
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

自
治
会
の
組
織
率
向
上
を

町
会
・
自
治
会
の
組

織
率
向
上
と
、
行
政
と
の
真
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
を
図

る
べ
き
で
は
。

加
入
率
は
六
一
％
で
す
。
加

入
率
の
向
上
は
行
政
に
と
っ
て
も

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

連
合
会
と
も
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、
加
入
促
進
な
ど
自
治
組
織
の

活
動
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

大
井
配
水
塔
の
文
字
書
き

か
え
に
つ
い
て

大
井
町
か
ら
ふ
じ
み

野
市
へ
の
書
き
か
え
を
、
三
年
前

に
質
問
し
た
と
き
、﹁
二
千
万
円

く
ら
い
か
か
る
の
で
、
財
政
的
に

で
き
な
い
﹂
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

今
回
実
際
に
は
一
二
一
万
三
、
五

〇
〇
円
で
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

答
弁
は
何
だ
っ
た
の
か
。

手
法
を
研
究
し
た
結
果
、
安

価
で
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
安

全
・
安
心
・
安
定
供
給
の
水
道
事
業

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の

新
設
を

商
工
会
の
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
制
度
に
上
乗
せ
が
で
き
な

い
か
。商

工
会
の
平
成
二
十
二
年
度

リ
フ
ォ
ー
ム
実
績
は
三
十
四
件
の

受
注
件
数
で
、
補
助
金
と
し
て
四

九
万
六
千
円
、
受
注
額
は
三
、
一

四
六
万
円
、
現
状
と
し
て
、
こ
の

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、

状
況
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

第
五
期
介
護
保
険
計
画
の

保
険
料
等
軽
減
の
見
通
し

平
成
二
十
四
年
度
の

第
五
期
の
中
で
、
三
段
階
の
所
得

一
二
〇
万
円
以
下
の
被
保
険
者
の

軽
減
内
容
は
。

三
段
階
目
を
二
区
分
に
し
、

保
険
料
率
の
軽
減
を
考
え
て
い
ま

す
。

介
護
保
険
の
基
金
約
二
億
四

千
万
円
を
活
用
し
て
、
保
険
料
な

ど
の
引
き
下
げ
を
。

現
状
で
、
基
金
か
ら
一
億
五

千
万
円
を
投
入
し
て
い
ま
す
。
も

う
少
し
投
入
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
関
し
て

地
域
包
括
ケ
ア
に
つ

い
て
、
今
後
の
予
定
や
方
向
性
は
。

日
常
生
活
圏
域
ご
と
の
要
望

調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
基

こ
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負

担
を
な
く
し
て
は

現
在
こ
ど
も
医

療
費
は
、
償
還
払
い
方
式
で
す
。

支
給
申
請
の
事
務
量
の
軽
減
と
経

済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
窓
口
負
担
を

な
く
す
べ
き
で
は
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
中
の

実
施
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
を
継
続
に

現
在
実
施
さ
れ

て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
平
成

二
十
四
年
度
以
降
は
全
額
自
己
負

担
と
な
る
。
助
成
を
継
続
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
。

今
後
も
継
続
し
て
い
く
方
向

で
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

乳
が
ん
検
診
を
個
別
検
診

と
の
選
択
制
に体

調
不
良
な
ど

に
よ
り
二
四
五
人
が
集
団
検
診
を

受
診
で
き
な
か
っ
た
。
個
別
検
診

と
の
選
択
制
で
、
さ
ら
な
る
受
診

率
の
向
上
を
。

検
診
で
き
る
医
療
機
関
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
検
討
し

ま
す
。

自
殺
防
止
の
取
り
組
み
は

本
市
で
も
、
み
ず
か

ら
命
を
絶
つ
事
件
が
起
き
て
い

る
。
自
殺
防
止
の
取
り
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

対
策
は
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、

情
報
の
収
集
、
調
査
研
究
、
広
報

活
動
な
ど
総
合
的
に
推
進
す
る
庁

内
対
策
会
議
を
設
置
し
、
窓
口
相

談
員
の
研
修
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
は
地
域
で
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
と
と
も
に
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
育
成
、
う
つ

病
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

礎
デ
ー
タ
を
基
に
計
画
案
を
作
成

し
ま
す
。
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
募
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

健
康
保
険
加
入
の
把
握
を

職
場
で
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
に
加
入
す
べ
き
人
が
国

民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
。
把
握
し
て
い
る
か
。

法
人
ま
た
は
五
人
以
上
の
従

業
員
が
い
る
事
業
所
は
、
社
会
保

険
・
厚
生
年
金
の
加
入
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
把
握
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
該
当
と
思
わ
れ

る
人
に
は
社
会
保
険
の
メ
リ
ッ
ト

を
説
明
し
、
本
人
か
ら
事
業
所
や

年
金
事
務
所
へ
相
談
す
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
補
助
制
度
の

拡
大
を

人
間
ド
ッ
ク
補

助
の
対
象
年
齢
拡
大
を
。

疾
病
に
対
す
る
早
期
発
見
、

健
康
意
識
向
上
な
ど
の
効
果
が
あ

り
、
医
療
費
の
抑
制
に
期
待
が
で

き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
と
あ
わ
せ
て
検
討
し

ま
す
。

障
が
い
児
施
設
の
新
増
設

予
算

小
学
校
卒
業
後

の
障
が
い
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設

の
新
増
設
予
算
を
。

中
高
生
の
居
場
所
が
少
な
い

現
状
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
民
間

事
業
者
に
お
願
い
し
て
い
く
と
同

時
に
、
第
三
期
障
が
い
福
祉
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン

認
定
の
概
要
は

市
が
埼
玉
県
の
地
域

子
育
て
応
援
タ
ウ
ン
の
認
定
を
受

け
た
。
概
要
は
。

総
合
支
援
窓
口
を
子
育
て
支

援
課
に
設
置
し
、
情
報
提
供
や
相

談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
第
２

鶴
ヶ
丘
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
東

台
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
六
ヵ

所
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
・
学
校
等
の
放
射

線
対
策
を

保
育
所
・
学
校
・
公

園
・
通
学
路
な
ど
き
め
細
か
な
放

射
線
量
測
定
と
、
除
染
対
策
は
。

図
書
館
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
つ
い
て

図
書
館
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
つ
い
て
、
図
書
館

協
議
会
は
、
直
営
と
答
申
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
、
社
会
教
育
委

員
の
会
議
で
議
論
も
し
て
い
な
い

の
に
、
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画

で
指
定
管
理
者
制
度
の
方
針
を
出

し
た
の
は
逆
で
は
な
い
か
。

指
定
管
理
者
に
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
は
、
現
在
検
討
中
で
す
。

大規模改造の待たれる三角小学校

今
後
は
、
市
の
対
処
指
針
に

基
づ
き
空
間
の
放
射
線
量
を
測
定

す
る
と
と
も
に
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
が
発
見
さ
れ
次
第
、
除
染
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
の
改
善
を

学
校
施
設
の
改
善

を
早
急
に
。

平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度

で
、
鶴
ヶ
丘
小
、
大
井
西
中
の
大

規
模
改
造
工
事
を
実
施
予
定
で

す
。
三
角
小
の
老
朽
化
に
対
し
て

は
改
修
の
必
要
が
高
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
三
か
年
計
画
に
基
づ

き
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

授
業
参
観
に
つ
い
て

高
齢
者
の
方
が
学
校

へ
積
極
的
に
参
加
し
や
す
い
機
会

と
し
て
、
祖
父
母
参
観
日
を
設
け

て
は
。祖

父
母
の
触
れ
合
い
を
通
し

て
、
児
童
に
敬
愛
の
心
を
育
成
す

る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。
機

会
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
学
校
に

伝
え
ま
す
。
人
と
人
と
の
心
の
き

ず
な
を
結
ん
で
い
く
教
育
活
動
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
シ
ニ
ア
世
代
の
教
育
力
を
学
校

に
集
め
、
活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

対象年齢拡大が望まれる人間ドック


